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• 学術雑誌市場の，出版社 — 研究者（ = 著者），出版者 —
































































































































































































































































































































































































• BioOne ‐ 日本古生物学会 1
• Elsevier ‐ 国立極地研究所 1，地盤工学会 3，日本心臓病学会 1
• European Mathematical Society Publishing House ‐ 京都大学 1
• Informa Healthcare ‐ 日本リウマチ学会 1
• IOPscience ‐ 応用物理学会 8
• Oxford University Press ‐ 東京大学社会科学研究所 2，日本天文学会
1，日本物理学会 2
• Springer ‐ 日本応用数理学会 1，日本海洋学会 3，日本人工臓器学会
1，日本水産学会 3，日本整形外科学会 1，日本生理学会 2，日本乳
癌学会 1
• Taylor & Francis ‐ 日本原子力学会 10，日本土壌肥料学会 2
• Wiley ‐ 日本地質学会 1，日本心理学会 1，水産海洋学会 1，日本肝
胆膵外科学会 1，日本経済学会 1，日本歯周病学会 1，日本泌尿器
科学会 1











































































































































































– Scientific Data (NPG; 2014.5 ‐ ),  GigaScience (BioMed Central; 
2012 ‐), Biodiversity Data Journal (Pensoft, 2013‐), Geoscience 

























































 7. 統合 
2. 収集 






























































































































































































































• Hardin, Garrett. “Tragedy of commons,” 






• Heller & Eisenberg, “Can Patents Deter 
Innovation? The Anticommons in Biomedical 
Research” Science. Vol.280, 698 (1998)
• 知識の私有化（Privatization）は、コモンズの
悲劇を解決はしたが、アンチコモンズの悲劇
という新たな悲劇を生み出したと指摘
• 共有されるべき財産が細分化されて私有され、
社会にとって有用な資源の活用が妨げられ
る
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デジタル化による
公共財の性質の変化
• 「この以前には捕捉できなかったものを捕捉
する能力は，資源を非競合的かつ非排他的
な公共財から，持続可能性と保存を確実にす
るために管理，監視，保護が必要な共有資源
へと（以前と比べて遥かに容易に）移動させる
という，資源の性質の根本的な変化をもたら
す。」
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学術コミュニケーションの変化： まとめ
• 学術論文のデジタル化（電子ジャーナル）
– ビッグ・ディール
• 利用者と図書館との接点の希薄化
• オープンアクセス
– 機関リポジトリにおける一定の成果
– OAジャーナルの進展
• 今後，大学図書館はどのように関与？
• 研究プロセス自体の変化
– 「学術的記録」の範囲の広がりと量的拡大
– 「学術的記録」の利用や保存を誰が担うのか，支援
は必要なのか，その場合どのような内容なのか？
⇒ “学術情報システム”の再考の必要性
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